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ウィーン条約 うぃーんじょうやく

 Vienna Convention. オゾン層破壊の問題は、1974年以来、北欧諸国や米国で認識され、これらの国
では、独自の規制を実施してきた。国際的な取組みとしては、1985年３月に、「オゾン層の保護に関す
るウィーン条約」が制定された。同年末には、南極域上空でオゾンホールが観測され、国際世論に衝撃
を与えた。程なく1987年９月に、具体的な規制を盛り込んだ「オゾン層を破壊する物質に関するモント
リオール議定書」が採択された。わが国は、1988年9月に条約及び議定書を締結した。条約は、1989年1
月に発効し、2000年12月現在175か国と１経済機関（ＥＣ）が加入している。規制スケジュールは５回
にわたって改訂・強化された（表参照）。また、オゾン層保護基金が設置されており、わが国は、約2
億8600万ドル（全体の約１／６近く）を拠出している。さらに、オゾン層保護法に基づいて、オゾン層
保護対策を推進している。
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